
 

 

 

 

 

 

 

一般会計・特別会計の財政状況 



一般会計・特別会計の財政状況 

１ 令和７年度一般会計歳入歳出予算の執行状況 

２ 令和７年度特別会計歳入歳出予算の執行状況 

３ 基金、市債及び一時借入金の現在高 

４ 令和８年度予算の状況 

  



令和８年３月３１日現在

歳入 単位：千円

予算額に

4月1日～ 10月1日～ 対する

9月30日 3月31日 過不足額

1 市 税 12,851,154 7,475,517 4,741,729 12,217,246 △ 633,908

2 地 方 譲 与 税 244,223 67,727 172,337 240,064 △ 4,159

3 利 子 割 交 付 金 22,687 7,026 14,151 21,177 △ 1,510

4 配 当 割 交 付 金 133,891 26,803 106,840 133,643 △ 248

5 株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 197,056 0 195,705 195,705 △ 1,351

6 法 人 事 業 税 交 付 金 279,731 122,317 142,191 264,508 △ 15,223

7 地 方 消 費 税 交 付 金 2,038,496 1,180,347 858,346 2,038,693 197

8 ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 18,726 9,204 10,598 19,802 1,076

9 環 境 性 能 割 交 付 金 79,974 22,614 43,424 66,038 △ 13,936

10 地 方 特 例 交 付 金 83,931 72,743 11,281 84,024 93

11 地 方 交 付 税 2,571,200 1,462,962 1,121,079 2,584,041 12,841

12 交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 7,496 3,918 3,599 7,517 21

13 分 担 金 及 び 負 担 金 100,438 40,766 52,187 92,953 △ 7,485

14 使 用 料 及 び 手 数 料 568,658 269,973 258,553 528,526 △ 40,132

15 国 庫 支 出 金 5,516,353 1,522,354 2,857,416 4,379,770 △ 1,136,583

16 県 支 出 金 2,725,828 345,121 1,765,486 2,110,607 △ 615,221

17 財 産 収 入 161,594 44,518 89,429 133,947 △ 27,647

18 寄 附 金 585,528 138,748 395,587 534,335 △ 51,193

19 繰 入 金 2,667,990 0 2,648,616 2,648,616 △ 19,374

20 繰 越 金 1,327,312 1,327,312 0 1,327,312 0

21 諸 収 入 804,230 347,283 462,298 809,581 5,351

22 市 債 2,721,500 0 458,700 458,700 △ 2,262,800

合　　　　計 35,707,996 14,487,253 16,409,554 30,896,806 △ 4,811,190

　

歳出

4月1日～ 10月1日～ 予算残額

9月30日 3月31日

1 議 会 費 240,407 123,437 112,400 235,837 4,570

2 総 務 費 6,035,508 1,400,400 3,033,639 4,434,039 1,601,469

3 民 生 費 13,338,833 4,799,043 6,830,940 11,629,983 1,708,850

4 衛 生 費 3,024,117 1,190,261 1,444,941 2,635,202 388,915

5 農 林 業 費 1,089,172 115,018 635,393 750,411 338,761

6 商 工 費 930,803 356,153 184,236 540,389 390,414

7 土 木 費 2,458,216 945,858 881,059 1,826,917 631,299

8 消 防 費 1,305,144 539,047 724,396 1,263,443 41,701

9 教 育 費 5,217,799 1,339,053 2,565,165 3,904,218 1,313,581

10 災 害 復 旧 費 48,000 0 0 0 48,000

11 公 債 費 2,011,532 1,003,564 1,007,967 2,011,530 2

12 諸 支 出 金 1 0 0 0 1

13 予 備 費 8,464 0 0 0 8,464

合　　　　計 35,707,996 11,811,834 17,420,135 29,231,969 6,476,027

※表示単位未満を四捨五入していますので、合計が整合しない場合があります。

計

一般会計歳入歳出予算執行状況

１　令和７年度一般会計歳入歳出予算の執行状況

収　　　入　　　済　　　額

支　　　出　　　済　　　額

科　　　　目

科　　　　目

予算額

予算額

計
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令和８年３月３１日現在

税　　　　目

市 民 税

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

市 た ば こ 税

鉱 産 税

入 湯 税

都 市 計 画 税

合　　　　計

※表示単位未満を四捨五入していますので、合計が整合しない場合があります。

令和８年３月３１日現在

世帯数

人　口

税　　　　目

市 民 税

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

市 た ば こ 税

鉱 産 税

入 湯 税

都 市 計 画 税

合　　　　計

※表示単位未満を四捨五入していますので、合計が整合しない場合があります。

市税の賦課及び徴収状況

単位：千円、％

予算額 調定額 収入済額 収納率

5,797,248 5,940,560 5,166,509 87.0

5,681,468 5,809,747 5,776,037 99.4

214,064 225,456 216,332 96.0

367,087 376,644 348,705 92.6

1 0 0 0.0

10,654 11,066 11,066 100.0

780,632 799,032 698,596 87.4

12,851,154 13,162,504 12,217,246 92.8

市民の市税負担額

32,384世帯

70,779人　

収入済額 (千円) １世帯当たり負担額（円） １人当たり負担額（円）

5,166,509 159,539 72,995

5,776,037 178,361 81,607

216,332 6,680 3,056

348,705 10,768 4,927

0 0 0

12,217,246 377,262 172,611

11,066 342 156

698,596 21,572 9,870
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令和８年３月３１日現在

歳入 単位：千円

予算額に

4月1日～ 10月1日～ 対する

9月30日 3月31日 過不足額

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 6,369,181 2,374,397 3,193,371 5,567,769 △ 801,412

犬 山 城 費 特 別 会 計 428,628 254,574 196,203 450,778 22,150

木 曽 川 う か い 事 業 費 特 別 会 計 65,150 46,193 18,116 64,309 △ 841

介 護 保 険 特 別 会 計 5,846,908 2,351,835 3,183,615 5,535,450 △ 311,458

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 1,833,459 618,265 1,038,157 1,656,422 △ 177,037

合　　　計 14,543,326 5,645,265 7,629,463 13,274,727 △ 1,268,599

　

歳出

4月1日～ 10月1日～ 予算残額

9月30日 3月31日

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 6,369,181 2,209,717 3,414,432 5,624,149 745,032

犬 山 城 費 特 別 会 計 428,628 89,203 216,636 305,839 122,789

木 曽 川 う か い 事 業 費 特 別 会 計 65,150 28,723 25,755 54,478 10,672

介 護 保 険 特 別 会 計 5,846,908 2,415,669 2,959,688 5,375,357 471,551

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 1,833,459 292,991 1,127,131 1,420,122 413,337

合　　　計 14,543,326 5,036,302 7,743,642 12,779,944 1,763,382

※表示単位未満を四捨五入していますので、合計が整合しない場合があります。

会　計　名 予算額

支　　　出　　　済　　　額

計

２　令和７年度特別会計歳入歳出予算の執行状況

特別会計歳入歳出予算執行状況

会　計　名 予算額

収　　　入　　　済　　　額

計
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３　基金、市債及び一時借入金の現在高

令和８年３月３１日現在

一般会計 単位：円、㎡

2,200,309,952

369,241,181

相 馬 育 英 事 業 基 金 18,589,712

岡 部 育 英 事 業 基 金 4,058,320

福 祉 基 金 22,871,346

教 育 振 興 事 業 基 金 24,433,502

ス ポ ー ツ 振 興 基 金 4,859,804

公 共 交 通 網 整 備 基 金 312,278

国 際 交 流 事 業 振 興 基 金 0

観 光 事 業 振 興 基 金 27,593,133

市 民 活 動 支 援 基 金 2,525,521

土　地 480.92

現　金 1,388,592

環 境 保 全 基 金 5,534,280

広 域 ご み 処 理 施 設 整 備 基 金 1,257,800,222

健 康 市 民 づ く り 基 金 172,132,958

ふ る さ と 犬 山 応 援 基 金 382,049,800

公 共 施 設 等 管 理 基 金 308,338,551

森 林 環 境 譲 与 税 基 金 10,977,040

消 防 庁 舎 建 設 基 金 251,202,974

障 害 共 生 基 金 64,954,045

土　地 480.92

現　金 5,129,173,211

特別会計

1,604,364,873

428,083,000

909,480,404

2,941,928,277

基金の現在高

合　　　　計

基　　　金　　　名

介 護 保 険 事 業 給 付 基 金

国 民 健 康 保 険 事 業 基 金

犬 山 城 施 設 整 備 基 金

減 債 基 金

財 政 調 整 基 金

基　　　金　　　名

学 校 施 設 整 備 基 金

現　　　在　　　高

合　　　　計

現　　　在　　　高

特
　
定
　
目
　
的
　
基
　
金
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令和８年３月３１日現在

一般会計

現 在 高 割合

財 政 融 資 資 金 10,858,369,679 62.8

旧 簡 易 保 険 資 金 6,903,009 0.0

旧 郵 便 貯 金 資 金 0 0.0

地 方 公 共 団 体 金 融 機 構 1,230,633,708 7.1

銀 行 等 金 融 機 関 4,247,412,000 24.6

愛 知 県 市 町 村 職 員 共 済 組 合 332,136,000 1.9

愛 知 県 市 町 村 振 興 協 会 605,264,000 3.5

17,280,718,396 ―

特別会計

令和８年３月３１日現在、特別会計の市債の現在高はありません。

令和８年３月３１日現在、一時借入金はありません。

一時借入金の現在高

市債の現在高

借　　　　入　　　　先

公的
資金

民間等
資金

単位：円、％

合　　　　　計
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単位：千円、％

増 減 額 伸 び 率

31,390,978 30,979,234 411,744 1.3

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 5,736,002 6,668,427 △ 932,425 △ 14.0

犬 山 城 費 特 別 会 計 512,849 324,802 188,047 57.9

木 曽 川 う か い 事 業 費 特 別 会 計 66,852 65,658 1,194 1.8

介 護 保 険 特 別 会 計 5,761,165 5,639,051 122,114 2.2

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 1,981,884 1,844,182 137,702 7.5

小　　　　計 14,058,752 14,542,120 △ 483,368 △ 3.3

45,449,730 45,521,354 △ 71,624 △ 0.2

一 般 会 計

特
　
別
　
会
　
計

合　　　　計

４　令和８年度予算の状況

　令和８年度の予算は、長期的に安定した財政運営を持続させ、突発的な自然災害などへの備えも必
要であることから、財政調整基金残高の確保と、将来負担を見通した市債残高の抑制を行ったうえ
で、社会保障費や人件費といった義務的経費の増加や、子育て支援のさらなる拡充、都市基盤整備の
推進、地域医療の充実・強化のための予算を計上しました。

会計別当初予算総括表

会　計　名 令和８年度 令和７年度
比　較　増　減
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歳入 単位：千円、％

増 減 額 伸 び 率

1 市 税 12,713,188 12,527,849 185,339 1.5

2 地 方 譲 与 税 240,577 234,669 5,908 2.5

3 利 子 割 交 付 金 33,796 7,273 26,523 364.7

4 配 当 割 交 付 金 111,151 95,369 15,782 16.5

5 株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 122,557 84,459 38,098 45.1

6 法 人 事 業 税 交 付 金 251,461 242,199 9,262 3.8

7 地 方 消 費 税 交 付 金 2,156,904 1,956,395 200,509 10.2

8 ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 18,726 21,625 △ 2,899 △ 13.4

9 環 境 性 能 割 交 付 金 9,516 82,312 △ 72,796 △ 88.4

10 地 方 特 例 交 付 金 168,246 76,965 91,281 118.6

11 地 方 交 付 税 2,269,059 2,197,110 71,949 3.3

12 交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 7,496 7,748 △ 252 △ 3.3

13 分 担 金 及 び 負 担 金 97,514 105,118 △ 7,604 △ 7.2

14 使 用 料 及 び 手 数 料 585,330 570,939 14,391 2.5

15 国 庫 支 出 金 4,242,769 4,708,812 △ 466,043 △ 9.9

16 県 支 出 金 2,410,177 1,953,510 456,667 23.4

17 財 産 収 入 132,234 141,422 △ 9,188 △ 6.5

18 寄 附 金 507,750 408,740 99,010 24.2

19 繰 入 金 2,403,151 2,408,965 △ 5,814 △ 0.2

20 繰 越 金 750,000 750,000 0 0.0

21 諸 収 入 632,776 767,155 △ 134,379 △ 17.5

22 市 債 1,526,600 1,630,600 △ 104,000 △ 6.4

合　　　　計 31,390,978 30,979,234 411,744 1.3

　

歳出

増 減 額 伸 び 率

1 議 会 費 244,476 237,750 6,726 2.8

2 総 務 費 4,138,770 4,715,401 △ 576,631 △ 12.2

3 民 生 費 12,705,875 12,496,220 209,655 1.7

4 衛 生 費 3,480,431 3,088,039 392,392 12.7

5 農 林 業 費 281,861 332,194 △ 50,333 △ 15.2

6 商 工 費 908,745 634,632 274,113 43.2

7 土 木 費 2,876,731 2,404,391 472,340 19.6

8 消 防 費 1,218,817 1,256,176 △ 37,359 △ 3.0

9 教 育 費 3,510,043 3,681,372 △ 171,329 △ 4.7

10 災 害 復 旧 費 48,000 48,000 0 0.0

11 公 債 費 1,917,228 2,025,058 △ 107,830 △ 5.3

12 諸 支 出 金 1 1 0 0.0

13 予 備 費 60,000 60,000 0 0.0

合　　　　計 31,390,978 30,979,234 411,744 1.3

一般会計当初予算（科目別）

科　　　　目

科　　　　目

令和８年度

令和８年度

令和７年度
比　較　増　減

令和７年度
比　較　増　減
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水 道 事 業 の 業 務 状 況 



水道事業の業務状況 

１ 令和７年度下半期業務状況 

 （1）事業の概要 

 （2）経理の状況 

２ 令和８年度予算の状況 

 （1）予算の概要 

 （2）事業の経営方針 

 （3）事業の概要 

  



 

 

１ 令和７年度下半期業務状況 

 

 (1) 事業の概要（税抜き） 

 

  ア 総括事項 

   下半期の経営状況について、収入面では、家事用使用量において 14,558 立方

メートル減少（対前年度同期比。以下同じ。）し、給水収益は 1,536,464 円の

減額となっています。業務用使用量については、使用量は 26,477 立方メートル

減少し、給水収益は 5,274,632 円の減額となりました。給水量合計では 41,035

立方メートルの減少（0.9％減）となっています。 

   支出面では、常に安定した給水を確保するため、管路に関しては、引き続き

長者町団地配水管布設替工事等の市内の老朽管の布設替を実施する等、施設の

更新に努めました。 

 

  イ 下半期業務の状況 

 

1) 対 象 期 間   10/1 ～ 3/31 2) 日 数       182日間 

3) 給 水 人 口       70,659人 4) 給 水 戸 数      32,264戸 

5) 下 半 期 配 水 量    5,198,821ｍ3 6) 下半期給水量   4,406,851ｍ3 

7) 

 

一日最大配水量 

 

      30,561ｍ3 

    (10月17日) 

8) 

 

一日平均給水量 

(6)÷(2) 
     24,213ｍ3 

9) 

 

一日平均配水量 

(5)÷(2) 
      28,565ｍ3 

10) 

 

有 収 率 

(6)÷(5) 
       84.8％ 

1



ウ　下半期主要完了工事　（配水管等建設改良工事　契約金額1,000万円以上）

工　　　　事　　　　名 工  　事  　内  　容

犬山四日市配水管布設替工事
（下水関連）

φ50HPPE 564.7ｍ　φ100HPPE 193.3ｍ　φ40PP 44.0ｍ
φ50仕切弁 3基　φ40排水弁 1基　φ50排水弁 4基　φ65消火栓 2基

犬山西古券配水管布設替工事
（下水関連）

φ50HPPE 161.0ｍ　φ50仕切弁 3基　φ100仕切弁 1基
φ50排水弁 1基

犬山西古券配水管布設替工事
φ50HPPE 1.7ｍ　φ150HPPE 112.5ｍ　φ150仕切弁 1基
φ150排水弁 1基

長者町団地配水管布設替工事
φ100DIP(GX) 1.0ｍ　φ150DIP(GX) 228.5ｍ　φ75HPPE 13.8ｍ
φ75仕切弁 1基　φ150仕切弁 5基

楽田寺西配水管布設工事
φ100DIP(GX) 4.1ｍ　φ150DIP(GX) 62.8ｍ　φ50HPPE 86.0ｍ
φ75HPPE 100.7ｍ　φ100HPPE 8.1ｍ　φ25PP 12.0ｍ　φ75仕切弁
1基　φ100仕切弁 2基　φ150仕切弁 3基　φ50排水弁 2基

楽田平塚配水管布設替工事
（五ヶ村排水関連）

φ100DIP(GX) 11.5ｍ　φ50HPPE 65.5ｍ　φ100HPPE 182.8ｍ
φ150HPPE 12.3ｍ　φ50仕切弁 2基　φ100仕切弁 3基
φ150仕切弁 1基

長者町団地配水管布設替工事
（２）

φ75DIP(GX) 3.4ｍ　φ100DIP(GX) 2.2ｍ　φ150DIP(GX) 218.7ｍ
φ75HPPE 19.2ｍ　φ100HPPE 4.3ｍ　φ75仕切弁 4基
φ100仕切弁 1基　φ150仕切弁 4基　φ50排水弁 1基

善師野郷戸配水管布設替工事
φ50HPPE 7.1ｍ　φ100HPPE 424.9ｍ　φ50仕切弁 1基
φ100仕切弁 4基　φ65消火栓 2基

橋爪東一丁目配水管布設替工事 φ300DIP(GX) 236.7ｍ　φ300仕切弁 3基

2



(2)　経理の状況　（令和7年10月1日 ～ 令和8年3月31日)

　ア　収益的収入及び支出 下半期決算額（税込み、単位：円）

(収入の部)　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

款 項 予算額 下半期決算額 比率(％) 内消費税額

 1 水道事業収益 1,328,667,000 713,877,576 53.7 52,163,740

 1 営業収益 1,145,815,000 588,233,070 51.3 52,163,740

 2 営業外収益 182,851,000 125,644,506 68.7 0

 3 特別利益 1,000 0 0.0 0

(支出の部)　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

款 項 予算額 下半期決算額 比率(％) 内消費税額

 1 水道事業費用 1,401,370,000 742,667,976 53.0 38,810,182

 1 営業費用 1,381,866,000 742,448,365 53.7 38,796,993

 2 営業外費用 10,000,000 74,545 0.7 0

 3 特別損失 351,000 145,066 41.3 13,189

 4 予備費 9,153,000 0 0.0 0

　イ　資本的収入及び支出 下半期決算額（税込み、単位：円）

(収入の部)　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

款 項 予算額 下半期決算額 比率(％) 内消費税額

 1 資本的収入 185,629,000 140,689,929 75.8 2,902,840

 2 出 資 金 1,000 0 0.0 0

 4 負 担 金 185,624,000 140,689,929 75.8 2,902,840

 5 固定資産
   売却代金

2,000 0 0.0 0

 6 補 助 金 2,000 0 0.0 0

(支出の部)　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

款 項 予算額 下半期決算額 比率(％) 内消費税額

 1 資本的支出 757,313,200 572,473,558 75.6 49,828,523

 1 建設改良費 757,313,200 572,473,558 75.6 49,828,523
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　ウ　損益計算書（税抜き）

借　　方 金　　額 貸　　方 金　　額

原 水 及 び 浄 水 費 290,997,416 給 水 収 益 490,553,673 

配 水 及 び 給 水 費 71,729,245 受 託 工 事 収 益 2,508,880 

受 託 工 事 費 2,188,000 そ の 他 営 業 収 益 31,780,208 

総 係 費 99,548,666 負 担 金 11,226,569 

減 価 償 却 費 175,764,725 受取利息及び配当金 319,000 

資 産 減 耗 費 63,423,320 他 会 計 補 助 金 2,207,280 

雑 支 出 582,156 長 期 前 受 金 戻 入 111,655,011 

特 別 損 失 131,877 雑 収 益 71,089 

下 半 期 純 損 失 △54,043,695 特 別 利 益 0 

合　　計 650,321,710 合　　計 650,321,710 

　エ　貸借対照表（税抜き）

　　令和8年3月31日現在　　別紙のとおり

（令和7年10月1日 ～ 令和8年3月31日）
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1 円 円 円 円

(1)

ア 240,207,990

イ 265,840,895

△178,523,677 87,317,218

ウ 17,106,489,528

△8,786,143,725 8,320,345,803

エ 1,406,804,089

△957,856,123 448,947,966

オ 19,039,000

△18,215,404 823,596

カ 46,545,038

△26,750,470 19,794,568

キ 292,593,072

9,410,030,213

(2)

ア 100,000,000

100,000,000

9,510,030,213

2 流  動  資  産

(1) 573,887,380

(2) 109,696,505

△737,267

108,959,238

(3) 13,487,095

(4) 18,259

696,351,972

10,206,382,185

固定資産

令和７年度　犬山市水道事業貸借対照表（税抜き）
（令和８年３月３１日）

資　 産　 の　 部

有形固定資産

土 地

建 物

減価償却累計額

構 築 物

減価償却累計額

機 械 及 び 装 置

減価償却累計額

車両及び運搬具

減価償却累計額

工具器具及び備品

減価償却累計額

現 金 預 金

建 設 仮 勘 定

有 形 固 定 資 産 合 計

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

投資その他の資産合計

固 定 資 産 合 計

未 収 金

貸 倒 引 当 金

未 収 金 合 計

貯 蔵 品

その他流動資産

流 動 資 産 合 計

資 産 合 計
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3 円 円 円 円

(1)

ア 83,833,723

83,833,723

83,833,723

4

(1) 225,203,984

(2) 1,627,725

(3)

ア 8,176,000

イ 1,640,000

9,816,000

236,647,709

5

(1) 8,583,441,603

長期前受金収益化累計額

3,220,638,732

3,541,120,164

※退職給付引当金取崩し額 3,334,999円

※賞与引当金取崩し額 7,236,000円、法定福利費引当金取崩し額 1,394,000円

6

(1) 6,060,669,039

6,060,669,039

7

(1)

ア 61,944,120

イ 104,589,457

166,533,577

(2)

ア 28,060,000

イ 114,000,000

ウ 当年度未処分利益剰余金 295,999,405

438,059,405

604,592,982

6,665,262,021

負　 債　 の　 部

固 定 負 債

引 当 金

退 職 給 付 引 当 金

引 当 金 合 計

固 定 負 債 合 計

流 動 負 債

未 払 金

預 り 金

引 当 金

負 債 合 計

賞 与 引 当 金

法定福利費引当金

引 当 金 合 計

流 動 負 債 合 計

繰 延 収 益

長 期 前 受 金

△5,362,802,871

繰 延 収 益 合 計

資 本 剰 余 金 合 計

資　 本　 の　 部

資 本 金

資 本 金

資 本 金 合 計

剰 余 金

資 本 剰 余 金

受 贈 財 産 評 価 額

工 事 負 担 金

資 本 合 計

負 債 資 本 合 計 10,206,382,185

利 益 剰 余 金

利 益 積 立 金

建 設 改 良 積 立 金

利 益 剰 余 金 合 計

剰 余 金 合 計
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２ 令和８年度予算の状況 

 (1) 予算の概要 

   本年度は、給水戸数 32,400 戸に対し、年間 8,893,797 立方メートルを給水す

る予定です。 

   なお、令和８年度犬山市水道事業会計の予算は別紙のとおりです。 

 

 (2) 事業の経営方針 

①安全でおいしい水の供給 

  前年度の水質検査結果に基づき水質検査計画を定め、計画に従い検査を適切

に実施して、水質基準に適合した安全でおいしい水を供給します。 

②有収率の向上と経費の削減 

  漏水調査における新技術の導入に取り組み、漏水の早期発見・有効率の向上

に努めるとともに、その他の分野でも民間のノウハウの活用等による経費の削

減を通じて、生活に必要不可欠な低廉な水の供給に努めます。 

③施設の継続的更新 

  将来にわたり安定した給水を行うため、管路をはじめとした水道施設の修繕

と更新投資を、継続して実施します。 

④災害対策の強化 

  平常時だけでなく、地震等の災害時においても安定した給水が行えるよう、

浄水場の水系間バックアップ機能強化や管路の耐震化等、災害対策機能強化に

努めます。 

⑤環境負荷の低減 

  水道事業を運営する上で発生する環境負荷を低減するため、設備更新時の省

エネルギー型機器の採用等、エネルギーの消費抑制に努めます。 

 

 (3) 事業の概要 

   人口の減少傾向にある中で長引く物価高騰により、給水収益の減少と支出の

増加により水道の経営環境は厳しさを増しています。水道事業を長期にわたり

安定的に運営していくためには、経費の節減や合理化による単年度収支の改善

だけではなく、管路をはじめとする水道施設の老朽化を防ぐための更新投資に

毎年継続的に取り組む必要があります。 

 令和８年度の事業として、収益的収支においては、長期継続契約により実施

しております浄水場等運転管理及び水道料金徴収に関する業務委託等により引

き続き業務の合理化及び収納率の確保に努めるとともに、有収率の向上を目指

し漏水の発見確率を上げるため、新たな試みとして、近隣の水道事業との共同

発注により人工衛星画像を用いた漏水調査業務を実施し、漏水可能性区域を判

別して、次年度以降の重点修繕区域の計画立案に取り組みます。 

 また、経営戦略を改定して水道料金の見直しを行い、令和９年４月からの料
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金改定に向けた取り組みを進めます。 

 資本的収支においては、引き続き、配水管の布設替・耐震化を実施するとと

もに、地下水系で最大の羽黒浄水場において電気設備一式を更新するなど、老

朽化した施設の更新や施設の機能強化に継続的に取り組みます。 
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   令和８年度犬山市水道事業会計予算 

 

 （総 則） 

第１条 令和８年度犬山市水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

 

 （業務の予定量） 

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

(1) 給水戸数            ３２，４００戸 

(2) 年間総給水量       ８，８９３，７９７立方メートル 

(3) 一日平均給水量         ２４，３６７立方メートル 

 

 （収益的収入及び支出） 

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

   収   入 

 第１款 水道事業収益    １，２９３，８３９千円 

  第１項 営業収益     １，０４１，１１３千円 

  第２項 営業外収益      ２５２，７２５千円 

  第３項 特別利益             １千円 

   支   出 

 第１款 水道事業費用    １，４２８，２４４千円 

  第１項 営業費用     １，４０７，８９３千円 

  第２項 営業外費用       １０，０００千円 

  第３項 特別損失           ３５１千円 

  第４項 予備費         １０，０００千円 

 

 （資本的収入及び支出） 

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対

し不足する額４４３，８３０千円は過年度分損益勘定留保資金５１，４２３千円、当年度分損益

勘定留保資金２４１，８８５千円、建設改良積立金１１４，０００千円並びに当年度分消費税及

び地方消費税資本的収支調整額３６，５２２千円で補てんするものとする。）。 

   収   入 

 第１款 資本的収入        ７８，３１１千円 

  第２項 出資金              １千円 

  第４項 負担金         ７８，３０６千円 

  第５項 固定資産売却代金         ２千円 

  第６項 補助金              ２千円 
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   支   出 

 第１款 資本的支出       ５２２，１４１千円 

  第１項 建設改良費      ５２２，１４１千円 

 

 （議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 

第５条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又はそ

れ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。 

(1) 職員給与費         １３１，４２５千円 

 

 （他会計からの補助金） 

第６条 水道事業の健全な財政運営に資するため、一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、

９７，１２５千円である。 

 

 （たな卸資産購入限度額） 

第７条 たな卸資産の購入限度額は、２０，９０６千円と定める。 
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下水道事業の業務状況 

１ 令和７年度下半期業務状況 

 （1）事業の概要 

 （2）経理の状況 

２ 令和８年度予算の状況 

 （1）予算の概要 

 （2）事業の経営方針 

 （3）事業の概要 

 

 



 

  令和７年度下半期業務状況 

 

 (1) 事業の概要 

 

  ア 総括事項 

    令和７年度下半期の使用料収入について、公共下水道事業で

は、有収水量の減少に伴い、前年度下半期と比較して 1,824,394

円（約 0.7％）の減収となり、一方で農業集落排水事業では、

391,583 円（約 14.1％）の増収となりました。 

    支出面では、汚水管渠費 67,730,112 円、処理場費 9,548,816

円、普及指導費 8,128,750 円、業務費 31,175,498 円、総係費

62,991,875 円、流域下水道維持管理負担金 259,664,889 円を執行

しました。 

    これらの結果、一般会計からの繰入金 252,595,000 円を含めた

収益的収支全体では、下半期において差引 290,224,335 円の純損

失を計上しました。 

    投資的事業については、汚水事業では、五条川右岸処理区の犬

山西古券地区で下水道管の整備を実施中で、五条川左岸処理区で

は、前原台団地地区などでの下水道管の整備を行いました。 

また、老朽化した下水道管の更生工事を犬山、楽田地区などで実

施しました。 

    雨水事業では、五ケ村排水区において昨年度末で調整池の整備

を完了し、雨水幹線の整備を引き続き実施中です。 
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　イ　下半期業務の状況

対 象 期 間 10/1～3/31 日 　 　 数 182日間

供用開始区域内
処  理  戸  数

20,188戸 下半期排水量 2,554,344㎥ 

下半期処理水量 3,091,586㎥ １日平均排水量 14,035㎥ 

１日最大処理量 24,995㎥　(10/15) 有　収　率 82.6％ 

１日平均処理水量 16,987㎥ 

供用開始区域内
処  理  戸  数

114戸 下半期排水量 24,025㎥ 

下半期処理水量 27,928㎥ １日平均排水量 132㎥ 

１日最大処理量 588㎥　(10/15) 有　収　率 86.0％ 

１日平均処理水量 153㎥ 

　ウ　下半期主要工事   （汚水管等建設改良工事　契約金額1,000万円以上）

工事場所 説　　明

入鹿神尾地区
字喜六屋敷地内外

工事延長　Ｌ＝222.29ｍ
管きょ更生工　Φ200　Ｌ＝214.79ｍ
管きょ内清掃工、本管ＴＶ調査工
Ｌ＝214.79ｍ

公　共　下　水　道　事　業

農　業　集　落　排　水　事　業

　※１日最大処理水量は、五条川左岸浄化センターの水量を記載。

工　　　事　　　名

汚水管きょ改良工事（農集その１）
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(2)　経理の状況（令和７年１０月１日　～　令和８年３月３１日）

　ア　収益的収入及び支出 下半期決算額（税込み、単位：円）

(収入の部)　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

款 項 予算額 下半期決算額 比率(％) 内消費税額

 1 下水道事業収益 1,821,677,000 890,425,031 48.9% 27,080,168

 1 営業収益 619,251,000 335,598,300 54.2% 27,070,568

 2 営業外収益 1,202,424,000 554,826,731 46.1% 9,600

 3 特別収益 2,000 0 0.0% 0

(支出の部)　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

款 項 予算額 下半期決算額 比率(％) 内消費税額

 1 下水道事業費用 1,796,252,000 924,341,068 51.5% 34,425,226

 1 営業費用 1,687,551,000 854,362,160 50.6% 34,420,855

 2 営業外費用 106,100,000 60,954,618 57.5% 0

 3 特別損失 601,000 9,024,290 1501.5% 4,371

 4 予備費 2,000,000 0 0.0% 0

　イ　資本的収入及び支出 下半期決算額（税込み、単位：円）

(収入の部)　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

款 項 予算額 下半期決算額 比率(％) 内消費税額

 1 資本的収入 1,597,405,000 1,210,054,630 75.8% 0

 1 企 業 債 972,800,000 884,300,000 90.9% 0

 2 出 資 金 203,217,000 14,993,000 7.4% 0

 3 補 助 金 371,683,000 256,234,000 68.9% 0

 4 負担金等 49,705,000 54,527,630 109.7% 0

(支出の部)　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

款 項 予算額 下半期決算額 比率(％) 内消費税額

 1 資本的支出 2,532,216,700 416,200,387 16.4% 0

 1 建設改良費 1,825,339,700 48,905,873 2.7% 0

 2 企業債償還金 706,877,000 367,294,514 52.0% 0
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　ウ　損益計算書（税抜き、単位：円）

（令和7年１０月１日 ～ 令和８年３月３１日）

借　　方 金　　額 貸　　方 金　　額

汚 水 管 渠 費 67,805,890 下 水 道 使 用 料 261,329,107 

雨 水 管 渠 費 5,510,000 
農業集落排水処理
施 設 使 用 料

3,167,476 

処 理 場 費 9,589,727 雨 水 処 理 負 担 金 20,729,000 

普 及 指 導 費 8,128,750 負 担 金 18,046,377 

業 務 費 31,175,498 そ の 他 営 業 収 益 5,369,464 

総 係 費 62,991,875 他 会 計 補 助 金 252,595,000 

流域下水道維持管理
負 担 金

259,664,899 補 助 金 9,000,000 

減 価 償 却 費 462,179,708 長 期 前 受 金 戻 入 292,651,410 

資 産 減 耗 費 4,394,886 受益者負担金延滞金 0 

支払利息及び企業債
取 扱 諸 費

47,837,050 受益者分担金延滞金 0 

雑 支 出 13,117,568 雑 収 益 570,721 

特 別 損 失 9,022,728 特 別 利 益 0 

下 半 期 純 利 益 △117,960,024 

合　　計 863,458,555 合　　計 863,458,555 

　エ　貸借対照表（税抜き、単位：円）

　　　令和８年３月３１日現在　　別紙のとおり
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（単位：千円）

１　固 　定   資   産

(1)

ア 土 地 268,985

イ 建 物 50,957

減 価 償 却 累 計 額 △ 12,553 38,404

ウ 構 築 物 30,050,034

減 価 償 却 累 計 額 △ 5,728,902 24,321,132

エ 機 械 及 び 装 置 350,976

減 価 償 却 累 計 額 △ 144,653 206,323

オ 建 設 仮 勘 定 233,699

25,068,543

(2)

施 設 利 用 権 1,082,525

1,082,525

(3)

出 資 金 805

805

26,151,873

２　流   動   資   産

(1) 478,900

(2) 208,218

△ 820

207,398

686,298

26,838,171

令和７年度　犬山市下水道事業予定貸借対照表 （税抜き）

（　令和８年３月３１日　）

資　  産　  の　  部

未 収 金 合 計

流 動 資 産 合 計

貸 倒 引 当 金

資 産 合 計

有 形 固 定 資 産

有 形 固 定 資 産 合 計

現 金 預 金

未 収 金

無 形 固 定 資 産

ア

無 形 固 定 資 産 合 計

固 定 資 産 合 計

投 資 そ の 他 の 資 産

ア

投資その他の資産合計
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（単位：千円）

３　固   定   負   債

(1) 6,006,530

(2)

ア 退 職 給 付 引 当 金 18,526

18,526

(3) 0

6,025,056

４　流   動   負   債

(1) 726,620

(2) 129,706

(3)

ア 賞 与 引 当 金 5,389

イ 法定福利費引当金 1,086

6,475

(4) 61

862,862

５　繰   延   収   益

(1) 16,858,181

△ 3,340,127

13,518,054

20,405,972

（単位：千円）

６　資   本   金         

(1) 5,972,694

5,972,694

７　剰   余   金         

(1)

ア 受 贈 財 産 評 価 額 3

イ 国 庫 補 助 金 101,560

ウ 県 補 助 金 12,197

エ 他 会 計 補 助 金 46,029

159,789

(2)

ア 建 設 改 良 積 立 金 47,274

当年度未処分利益

剰 余 金 252,442
299,716

459,505

6,432,199
26,838,171

企 業 債

企 業 債

固 定 負 債 合 計

長 期 前 受 金

未 払 金

引 当 金

引 当 金 合 計

流 動 負 債 合 計

引 当 金

資 本 金 合 計

負 債 資 本 合 計

長期前受金収益化累計額

引 当 金 合 計

利 益 剰 余 金

繰 延 収 益 合 計

負 債 合 計

資　　本　  の　  部

資 本 合 計

資 本 剰 余 金

そ の 他 固 定 負 債

前 受 金

剰 余 金 合 計

イ

負 　 債　  の 　 部

資 本 剰 余 金 合 計

利 益 剰 余 金 合 計

資 本 金
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２ 令和８年度予算の状況 

 

 (1) 予算の概要 

   本年度は、処理戸数 20,180 戸に対し、排水量 5,132,000 立方メートルを

予定しています。 

   なお、令和８年度犬山市下水道事業会計予算は、別紙予算書のとおりで

す。 

 

 (2) 事業の経営方針 

   下水道事業は、都市における生活環境の改善や、河川、湖沼、海域等の公

共用水域の水質保全、浸水防除等を目的として、事業を進めています。 

   下水道事業に求められるこれらの目的を果たすため、以下の経営方針で事

業を進めます。 

   ○未普及地域の公共下水道整備を進めます。 

   ○効率的な事業運営による経費の節減に努め、老朽化した管きょや施設の 

改良、修繕を進めることにより、不明水の削減に努めます。 

 

 (3) 事業の概要 

   下水道供用開始区域は年々拡大していますが、一戸当たりの排水量は減少

傾向で、今後の下水道使用料収益の安定的な増加を見込むことは困難な状況

です。このような状況下で持続可能な安定した事業運営を行っていくため

に、経費の節減と経営の合理化を図ることはもちろんのこと、今年度より下

水道使用料体系の改定を行い使用料収入の増加を見込んでいます。 

   今年度の汚水事業については、汚水管きょの整備事業として、五条川右岸

処理区においては犬山西古券地区の整備を行い、五条川左岸処理区において

は前原台団地の整備を引き続き進めていきます。 

   雨水事業については、五ヶ村雨水幹線の函渠整備及び五郎丸第二排水区の

整備を進めていきます。 

   また、老朽化した管きょの調査及び更生工事を実施し、有収率の向上に努

め、適切な維持管理を行います。 

   施設関係では、マンホールポンプ場のポンプ整備を実施するとともに、入

鹿神尾地区浄化センターの機械電気設備等の更新工事を実施します。 
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犬山市議会第３２号議案 
 

   令和８年度犬山市下水道事業会計予算 

 

 （総 則） 

第１条 令和８年度犬山市下水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

 

 （業務の予定量） 

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

(1) 処理戸数            ２０，１８０戸 

(2) 年間総排水量       ５，１３２，０００立方メートル 

(3) 一日平均排水量         １４，０６０立方メートル 

 

 （収益的収入及び支出） 

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

   収   入 

 第１款 下水道事業収益   １，９２８，９７１千円 

  第１項 営業収益       ７１７，８１８千円 

  第２項 営業外収益    １，１８６，１５０千円 

  第３項 特別利益        ２５，００３千円 

   支   出 

 第１款 下水道事業費用   １，８９８，９７１千円 

  第１項 営業費用     １，７６９，５９５千円 

  第２項 営業外費用      １２５，７４５千円 

  第３項 特別損失           ６３１千円 

  第４項 予備費          ３，０００千円 

 

 （資本的収入及び支出） 

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的

支出額に対し不足する額４４９，２１７千円は、過年度分損益勘定留保資金２９３，

２２１千円、当年度分損益勘定留保資金２２，２８３千円、建設改良積立金４７，２

７３千円、過年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額８３，７１７千円並びに

当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額２，７２３千円で補てんするものと

する。）。 
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収   入 

 第１款 資本的収入     １，７８６，０４４千円 

  第１項 企業債      １，１６０，４００千円 

  第２項 出資金        ２４１，０３４千円 

  第３項 補助金        ３４４，３０７千円 

  第４項 負担金等        ４０，３０３千円 

 

   支   出 

 第１款 資本的支出     ２，２３５，２６１千円 

  第１項 建設改良費    １，５２８，３３５千円 

  第２項 企業債償還金     ７０６，９２６千円 

 

 （企業債） 

第５条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定め

る。 

起債の目的 
限度額 

（千円） 
起債の方法 利率 償還の方法 

流域下水道事業 48,600 

普通貸借 

又は 

証券発行 

年 6.00％ 

以内 

 借入れの日から据置期

間を含めて４０年以内に

償還する。 

 なお、都合により償還

期限を短縮し、又は繰上

償還若しくは低利借換え

をすることができる。 

公共下水道事業 1,099,400 

農業集落排水事業 12,400 

計 1,160,400    

 

 （一時借入金） 

第６条 一時借入金の限度額は、９００，０００千円と定める。 

 

 （議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 

第７条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用

し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なけれ

ばならない。 

 (1) 職員給与費   ８４，８８９千円 
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（他会計からの補助金） 

第８条 下水道事業に助成するため、一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、 

６０９，９３０千円である。 

 

  令和８年２月２５日提出 

 

犬山市長 原  欣 伸  

- 10 -


